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解説：課題（生産性向上のためになすべきこと）としてi-Constructionの3つのトップランナー施策そのもの
をあげて、そこからICT活用による資本集約型生産への転換を選んで、解決策としてICT土工の内容を段階ご
とにあげています。そして新たなリスクはちゃんと「解決策に共通した新たなリスク」になっていてOKです。
設問4だけが倫理・持続可能性という題意からはちょっと外れていると思われますが、持続可能性という点で
完全に外れているともいえないので、トータルとしては危なげなくA評価が取れたものと思われます
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選択科目    道路      科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設      部門 

専門とする事項 道路設計 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字

1 . は じ め に  

 我 が 国 で は 、 既 に 人 口 減 少 期 に 入 っ て お り 、 2 0 5 0

年 頃 に は 、 一 億 人 を 割 り 込 む と 予 測 さ れ て い る 。 こ の

よ う な 中 、 我 が 国 の 基 幹 産 業 で あ る 建 設 産 業 に お い て

も 人 口 減 少 の 影 響 は 大 き く 、 い か に 生 産 性 を 上 げ て い

く こ と が 今 後 求 め ら れ る 。  

 

2 . 建 設 分 野 に お け る 生 産 性 の 向 上 に 関 す る 課 題  

1 ）  担 い 手 不 足  

我 が 国 に お い て は 、 平 成 4 年 以 降 の 建 設 投 資 の 激 減

に よ り 、 若 手 の 技 術 者 が 多 数 、 退 職 し て い っ た 。 ま た 、

他 産 業 に 比 べ 、 休 日 が 取 り に く く 、 給 料 も 安 い 上 、 危

険 な 作 業 等 あ り 、 若 手 の 入 職 者 も 少 な い こ と か ら 、 高

齢 化 し た 人 口 構 成 と な っ て い る 。  

こ の よ う な 状 況 に 対 し 、 I C T 重 機 等 の 導 入 に よ り 生

産 性 を 上 げ る 。 さ ら に は 、 安 定 的 な 受 注 を 通 じ 経 営 を

安 定 化 さ せ こ と が 課 題 で あ る 。  

2 ）  人 材 育 成  

従 来 の 建 設 分 野 に お け る 人 材 育 成 は 、 O J T を 基 本 と  

し た 一 対 1 の 育 成 で あ っ た が 、 人 手 不 足 に よ り O J T 教

育 が 限 界 と な っ て い る 。 こ の よ う な 状 況 に お い て 、

O F F J T を 導 入 し 、 体 系 的 な 育 成 を 行 う こ と が 必 要 で あ

る 。 さ ら に 、 熟 練 技 術 者 の 持 つ 、 経 験 と か 勘 と い わ れ

る 暗 黙 知 を 形 式 知 と し て デ ー タ か す る ナ レ ッ ジ マ ネ ジ

メ ン ト の 導 入 が 必 要 で あ り 、 課 題 で あ る 。  

R-1 Ⅰ－1 
我が国の人口は 2010 年頃をピークに減少に転じており、今後もその傾向の継続により働き手の減少が続くことが予測され

る中で、その現象を上回る生産性の向上等により、我が国の成長力を高めるとともに、新たな需要を掘り起こし、経済成長を

続けていくことが求められている。 

こうした状況下で、社会資本整備における一連のプロセスを担う建設分野においても生産性の向上が重要となっていること

を踏まえて、以下の問いに答えよ。 

の向上に関して、技術者としての立場で多面的な観点から課題を抽出し分析せよ。 

（1）建設分野における生産性の向上に関して、技術者としての立場で多面的な観点から課題を抽出し分析せよ。 

（2）（1）で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を1つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。 

（3）（2）で示した解決策に共通して新たに生じうるリスクとそれへの対策について述べよ。 

（4）（1）～（3）を業務として遂行するに当たり必要となる要件を技術者としての倫理、社会の持続性の観点から述べよ。 
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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設      部門 

専門とする事項 道路設計 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字

3 ） 生 産 性 の 低 下  

我 が 国 の 建 設 産 業 に は 、 土 工 や コ ン ク リ ー ト 工 と い

っ た 労 働 集 約 型 の 産 業 構 造 が 多 く 残 っ て お り 、 こ れ ら

に つ い て 機 械 化 （ 資 本 集 約 型 ） へ の 転 換 が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 構 造 物 に つ い て は 一 品 受 注 で 現 場 合 せ が 多 い

た め 手 間 が 掛 か る 。 さ ら に は 、 工 期 に 偏 り が あ る た め 、

材 料 や 人 材 と い っ た リ ソ ー ス に 無 駄 が 出 て い る 。  

3 .  生 産 性 の 低 下 課 題 の 解 決 策  

1 ） I C T 活 用 ・ 技 術 開 発 の リ ス ク と 対 策  

 I C T の 活 用 や 技 術 開 発 は 、 行 政 主 導 で は 進 ま な い リ

ス ク が あ る 。 ま た 、 機 械 化 に つ い て も 中 小 企 業 で は 難

し い 。 → i - コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ソ ー シ ア ム に よ る 新 技

術 開 発 ・ デ ー タ 化 ・ オ ー プ ン デ ー タ 化 等 の 推 進 が 必 要  

 

2 ） プ レ キ ャ ス ト 化 の リ ス ク と 対 策  

 プ レ キ ャ ス ト 化 は コ ス ト の 増 大 に つ な が る リ ス ク が

あ る 。 → 規 格 の 標 準 化 を 進 め て コ ス ト ダ ウ ン を 図 る 。  

 

3 ） 発 注 ・ 施 工 時 期 の 平 準 化 の リ ス ク と 対 策  

 発 注 ・ 施 工 時 期 の 平 準 化 は 単 年 度 で は で き な い 。 →

2 か 年 国 債 の 活 用 に よ る 適 切 な 工 期 確 保 を 行 う 。  

 

4 . 上 記 内 容 を 業 務 と し て 遂 行 す る 場 合 の 要 件 （ 倫 理 と

社 会 持 続 性 観 点 ）  

 新 技 術 の 開 発 等 、 そ の 過 程 で 知 り 得 た 情 報 に つ い て 、
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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設      部門 

専門とする事項 道路設計 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字

守 秘 義 務 を 遵 守 す る こ と は 、 技 術 者 と し て の 責 務 で あ

る 。 し か し な が ら 、 開 発 が 完 了 し た 後 は 、 広 く 社 会 へ

の 貢 献 や そ の 技 術 が 広 ま る こ と に よ る 社 会 持 続 性 の 観

点 よ り 、 技 術 の オ ー プ ン 化 や デ ー タ を 進 め る こ と も 考

慮 す る 必 要 が あ る 。  

     

以 上  

 

ほ ぼ 、 2 0 1 9 年 ス キ ヤ キ 塾 資 料 （ 社 会 的 重 要 テ ー マ

の 骨 子 例 ） を 丸 暗 記 の 状 態 で 書 け ま し た 。 テ ー マ の 箇

条 書 き 部 分 に つ い て は 、 2 ～ 3 行 程 度 の 補 足 、 説 明 事

項 を 書 き 込 み 、 3 枚 目 ま で 書 き 込 む こ と が で き ま し た 。  

 

解説：ご本人もメモしておられるように、解決策、さらにそのリスクと対応策も2019年度セミナーテキス
トで提示した骨子をうまく活用しておられます。ただ骨子をそのまま使ったため、設問3のリスクが「解
決策に共通した新たなリスク」ではなく「解決策それぞれについての新たなリスク」になっていて、その
点はマイナスポイントだと思われます。また、課題の1つめは、「働き手が少ないのを補うために生産性
を向上させたいが課題は何か→人が少ないから増やすこと」という堂々巡りロジックになっていて、その
点はマイナスポイントだと思われます。全体としては妥当な内容なのでA評価が取れたものと思われます
が、けっこうギリギリに近かったかもしれません。



解説：解決策がi-Constructionの3つのトップランナー施策のうちプレキャスト化・規格の標準化に特化して
いるのは特徴的ですが、ロジックはきちんと構成されていますし、設問3のリスクも「解決策に共通した新た
なリスク」になっています。ただし課題の3つめは、「働き手が少ないのを補うために生産性を向上させたい
が課題は何か→人が少ないから増やすこと」という堂々巡りロジックになっていて、その点はマイナスポイ
ントだと思われます。しかし全体としては妥当な内容なので、危なげなくA評価が取れたものと思われます。
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技術部門  建設部門 

専門とする事項  施工計画 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号    

問題番号 Ⅰ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ １ ） 課 題  

 建 設 分 野 に お け る 生 産 性 の 向 上 に つ い て 、 最 も 生 産

性 向 上 効 果 が 確 認 さ れ て い る Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用 に つ い

て 、 以 下 に 述 べ る 。  

① Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 習 得 が 困 難 で あ る 点  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 は 、 調 査 、 設 計 、 施 工 、 維 持 管 理 ・ 更 新

と い っ た 各 建 設 生 産 プ ロ セ ス に お い て 、 3 次 元 デ ー タ

を 効 率 的 に 活 用 す る こ と で 、 生 産 性 が 向 上 す る 。 し か

し 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 習 得 は 困 難 で あ り 、 全 面 的 に 活 用 さ

れ て い な い 。  

そ こ で 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 習 得 し 、 全 面 的 に 活 用 す る こ

と が 求 め ら れ て い る 。  

② Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 で き る 人 材 が 少 な い 点  

Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 す る と い う こ と は 、 各 建 設 生 産 プ

ロ セ ス に お い て 様 々 な ソ フ ト や 設 備 、 Ｉ Ｃ Ｔ 建 設 機 械

等 の 操 作 技 術 が 求 め ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら の 操 作 技

術 を 活 用 で き る 人 材 は 少 な い 。  

そ こ で 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 で き る 人 材 を 育 成 す る こ

と が 求 め ら れ て い る 。  

③ 積 算 単 価 と 実 勢 単 価 が 合 わ な い 点  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 積 算 単 価 は 、 土 工 事 を 例 に 挙 げ る と 、

掘 削 や 法 面 整 形 等 の 直 接 工 事 費 と Ｉ Ｃ Ｔ 建 設 機 械 の 導

入 費 や 保 守 点 検 費 等 の 間 接 工 事 費 で 構 成 さ れ て い る 。

し か し 、 施 工 期 間 や 施 工 箇 所 に 関 わ ら ず 、 積 算 単 価 は

一 定 で あ り 、 積 算 単 価 と 実 勢 単 価 に 乖 離 が 生 じ て い る 。  

解説：他の答案であれば解決策に伴う新たなリスクであげるようなICT技術活用に伴う課題をメインの
課題としてあげており、ユニークな答案です。また設問3が「解決策に共通する」ではなく「解決策そ
れぞれに対する」になっていて、ここはマイナスです。しかしトータルではA評価が取れています。
このことから、採点基準はある程度柔軟なものであることがうかがえます。
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 そ こ で 、 現 場 の 状 況 を 考 慮 し た 積 算 単 価 を 算 出 し 、

実 勢 単 価 と の 乖 離 を 是 正 す る 必 要 が あ る 。  

（ ２ ） 解 決 策  

 （ １ ） に 示 し た 課 題 の 中 で 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 す る

上 で 、 最 も 大 き な 問 題 と な っ て い る ① Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 習

得 が 困 難 で あ る 点 に つ い て 、 以 下 に 述 べ る 。  

① 初 期 導 入 費 の 支 援 、 リ ー ス 対 応 の 拡 大 （ 環 境 整 備 ）  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 習 得 す る た め に は 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 操 作

す る 環 境 整 備 が 必 要 で あ る 。 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 に 関 す る ソ フ

ト や 設 備 は 、 種 類 も 多 く 、 初 期 導 入 費 が 高 額 と な る 。

そ こ で 、 初 期 導 入 費 の 支 援 体 制 を 構 築 す る 方 法 が あ る 。

例 え ば 、 中 小 企 業 庁 が 支 援 し て い る も の づ く り ・ 商

業 ・ サ ー ビ ス 支 援 は 、 そ の 一 例 で あ る 。 そ の 他 に 、 リ

ー ス 対 応 の 拡 大 な ど が あ る 。  

② 講 習 会 へ の 参 加 （ Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 者 の 育 成 ）  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 習 得 す る た め に 、 地 方 自 治 体 や 建 機 メ

ー カ ー が 企 画 し た 講 習 会 に 参 加 す る 方 法 が あ る 。 そ の

他 に 、 各 部 署 や 現 場 で Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 者 を 選 任 し 、 優 先 的

に こ れ ら の 講 習 会 に 参 加 さ せ る 方 法 が あ る 。  

③ Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 の 育 成 （ 建 設 業 界 全 体 へ の 普 及 ）  

 ② で 示 し た Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 者 が 、 各 部 署 や 現 場 で Ｉ Ｃ Ｔ

技 術 を 教 育 す る こ と で 、 組 織 全 体 が Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 習 得

し 、 Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 を 増 え る こ と と な る 。  

（ ３ ） リ ス ク と 対 策  

［ リ ス ク ］  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

① 初 期 導 入 費 の 支 援 、 リ ー ス 対 応 の 拡 大  

 現 状 、 Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 台 数 が 限 ら れ て い る こ と  

② 講 習 会 へ の 参 加  

 遠 方 の 現 場 で は 、 講 習 会 に 参 加 し に く い  

③ Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 の 育 成  

 現 場 の ニ ー ズ に 合 っ た 技 術 支 援 が 受 け ら れ な い 可 能

性 が あ る  

［ 対 策 ］  

① 初 期 導 入 費 の 支 援 、 リ ー ス 対 応 の 拡 大  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 適 応 効 果 が 高 い 現 場 か ら 活 用 す る  

② 講 習 会 へ の 参 加  

 各 地 方 自 治 体 が 積 極 的 に 講 習 会 を 実 施 す る  

③ Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 の 育 成  

 導 入 す る Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 特 定 す る  

（ ４ ） 必 要 と な る 要 件  

① 自 己 研 さ ん  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 に 対 し て 、 自 己 研 さ ん を 積 み 重 ね る  

② 正 確 な 判 断  

 裏 づ け や 根 拠 を 基 に 、 正 確 な 判 断 を す る  

③ リ ー ダ ー シ ッ プ  

 各 場 面 で リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 す る      以 上  



解説：課題（生産性向上のためになすべきこと）としてi-Constructionの3つのトップランナー施策そのもの
をあげて、そこからICT活用による資本集約型生産への転換を選んで、解決策としてICT土工の内容を段階ご
とにあげています。そして新たなリスクはちゃんと「解決策に共通した新たなリスク」になっていてOKです。
設問4だけが倫理・持続可能性という題意からはちょっと外れていると思われますが、持続可能性という点で
完全に外れているともいえないので、トータルとしては危なげなくA評価が取れたものと思われます







選択科目    

令和元年度 技術士第二次試験 論文再現用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

1 . 建 設 分 野 に お け る 生 産 性 の 向 上 に 関 す る 課 題  

 我 が 国 の 人 口 は 2 0 5 3 年 に は 1 億 人 を 下 回 り 、 2 0 6 5

年 に は 8 8 0 8 万 人 に な る こ と が 予 測 さ れ て い る 。 建 設

就 業 者 数 も 2 0 年 で 4 9 8 万 人 と 減 少 し て お り 、 今 後 も

減 少 の 一 途 で あ る 。  

 従 っ て 建 設 分 野 の 課 題 と し て 以 下 が 挙 げ ら れ る 。  

( 1 ) I c o n s t r u c t i o n の 推 進  

( 2 ) 担 い 手 の 確 保  

( 3 ) 低 炭 素 社 会 の 実 現  

 ( 1 ) は i c o n s t r u c t i o n の 導 入 ・ 推 進 を 進 め 建 設 生 産

性 を 向 上 さ せ る 。  

 ( 2 ) は 建 設 産 業 の イ メ ー ジ ア ッ プ や 雇 用 条 件 の 改 善

に よ り 、 担 い 手 を 確 保 す る 。  

 ( 3 ) は 建 設 分 野 の 生 産 性 向 上 を 図 り 、 温 室 効 果 ガ ス

の 排 出 量 削 減 を 図 る 必 要 が あ る 。  

2 . 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

I c o n s t r u c t i o n の 推 進 に つ い て 記 述 す る 。  

１ ） Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 導 入  

 Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 を 導 入 し 、 施 工 の 自 動 化 や 切 盛 の 施 工 の

効 率 化 を 図 る 。 ま た 、 施 工 精 度 を 高 め る こ と が で き る

た め 熟 練 技 能 者 で な く て も 、 品 質 を 確 保 す る こ と が 可

能 と な る 。  

２ ） プ レ キ ャ ス ト 化 （ Ｐ ｃ ａ 化 ） の 推 進  

 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を プ レ キ ャ ス ト 化 す る

こ と に よ り 、 現 場 で の 作 業 を 減 ら し 施 工 の 効 率 化 を 進

解説：非常にスタンダードな答案で、解決策はi-Constructionの3つのトップランナー施策そのもの
です。ただ、設問1でただ課題をあげているだけで、問題をあげて分析することで課題を抽出すると
いうプロセスが踏めていません。ここはマイナスであるいっぽうで、設問3のリスクはちゃんと解決
策に共通した新たなリスクになっていてプラス評価です。これらをトータルしてA評価が取れたもの
と思われます。

１
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

め 、 工 期 短 縮 を 図 る 。 ま た 、 生 産 設 備 の 整 っ た 工 場 で

部 材 を 製 作 す る た め 、 コ ン ク リ ー ト 品 質 の 高 い 構 造 物

を 施 工 す る こ と が 可 能 と な る 。  

３ ） Ｃ Ｉ Ｍ 化 の 推 進  

 設 計 段 階 か ら ３ 次 元 モ デ ル で 検 討 し 、 施 工 に お け る

課 題 や 問 題 点 を 抽 出 し 、 解 決 策 を 講 ず る こ と で 現 場 で

の 手 戻 り を 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 作 成 し た Ｃ

Ｉ Ｍ デ ー タ を Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の マ シ ン コ ン ト ロ ー ル に 用 い

る こ と で 生 産 性 向 上 や 施 工 品 質 の 確 保 に 寄 与 す る 。  

3 . 解 決 策 の リ ス ク と 対 応  

１ ） リ ス ク  

① コ ス ト の 増 大  

 Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 や Ｃ Ｉ Ｍ の 導 入 に は 初 期 の 導 入 コ ス ト だ

け で な く 、 稼 働 さ せ る た め の コ ス ト や 時 間 が 必 要 と な

る 。  

② 技 術 の 伝 承  

 施 工 の 自 動 化 や 現 場 作 業 の 省 力 化 に よ り 、 現 場 で の

複 雑 な 作 業 は 少 な く な る 。 そ れ に 伴 い 、 現 場 で 技 能 や

技 術 を 伝 承 す る 機 会 も 減 っ て し ま う こ と が リ ス ク と し

て 挙 げ ら れ る 。  

2 ) 対 策  

① コ ス ト の 増 大 に 対 し て は 、 補 助 金 の 導 入 や Ｉ Ｃ Ｔ 建

機 に よ る 施 工 で の 成 績 で 加 点 す る 仕 組 み 等 が 必 要 で あ

る 。  

② 技 術 の 伝 承 に つ い て は 、 Ｃ Ｐ Ｄ 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

シ ス テ ム を 用 い た 、 教 育 や 実 績 評 価 す る 仕 組 み や 補 助

金 等 の 制 度 整 備 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 講 習 会 等 に 積 極

的 に 参 加 し 、 技 術 力 向 上 を 図 れ る 機 会 を 設 け る こ と が

重 要 で あ る 。  

4 ． 業 務 を 遂 行 す る の に 必 要 と な る 要 件  

1 ) コ ン プ ラ イ ア ン ス の 遵 守  

 近 年 、 杭 デ ー タ の 偽 装 や 溶 接 の 施 工 不 良 な ど の 不 正

事 案 が 相 次 い で い る 。 生 産 性 を 求 め る あ ま り 、 こ の よ

う な 不 正 を 繰 り 返 す こ と が あ っ て は な ら な い 。 コ ン プ

ラ イ ア ン ス を 遵 守 し 、 社 会 の 持 続 に 貢 献 す る こ と が 重

要 で あ る 。  

2 ) 低 炭 素 社 会 の 実 現  

 生 産 性 の 向 上 や プ レ キ ャ ス ト 化 に よ り 、 型 枠 の 使 用

料 が 減 る こ と や 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 削 減 進 め る こ

と が 可 能 と な る 。 今 後 も 環 境 負 荷 を 低 減 し 、 社 会 を 持

続 さ せ て い く 必 要 が あ る 。  

                     以 上  

 

 



Ⅰ－１

解説：非常にスタンダードな答案で、解決策がi-Constructionの3つのトップランナー施策そのもの
で、そのリスクと対応策も2019年度セミナーテキストで提示した骨子をうまく組み合わせています。
ただ、設問3のリスクが「解決策に共通した新たなリスク」ではなく「解決策それぞれについての新
たなリスク」になっていて、その点はマイナスポイントだと思われます。しかし全体としては非常
に順当な内容なので、危なげなくA評価が取れたものと思われます。
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解説：非常に順当な内容の答案です。また解決策②にはグリーンインフラをあげ、建設環境科目らしさも
出ています（問題自体は部門全体を対象としているのですが、採点者は科目担当試験官であり、一緒に採
点対象になる他の受験生も同じ科目なので、科目に偏らない程度に科目の特徴を出すと効果的だと思いま
す。危なげなくA評価が取れていると思われます。
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解説：非常に順当な内容の答案です。最重要課題選定理由がきちんと書いてある点、設問3がきちんと
解決策の共通するリスクになっている点、そして設問4でしっかり倫理の視点を持っている点がプラス
評価になります。おそらく70点以上取れており、安全圏でA評価になっていると思われます。







解説：課題抽出はしっかりした問題分析のうえで行われており、ここは高く評価できます。その一方で、
設問3が解決策に共通のリスクではなく、それぞれのリスクになっている点と設問4が倫理の視点がない
点がマイナスポイントかなと思います。これらを踏まえると、A評価ではあるものの、得点は60～65点
くらいかなと思われます。







選択科目   鋼構造及びコンクリート 
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技術部門   建設部門 

専門とする事項  鋼構造 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ １ ） 地 球 温 暖 化 の 影 響 に よ り 、 気 候 変 動 に よ る 災 害

リ ス ク が 増 大 し て い る 。 大 都 市 の 多 く が 低 地 に あ り 、

丘 陵 地 帯 や 山 岳 部 周 辺 ま で 住 宅 が 拡 大 し て い る 現 在 は 、

災 害 に 対 し て 脆 弱 と い え る 。  

課 題 １ ： 災 害 意 識 の 向 上  

近 年 、 高 齢 化 や 核 家 族 化 に 伴 う 新 興 住 宅 の 拡 大 は 、 地

域 社 会 へ の 帰 属 意 識 を 低 下 さ せ て い る 。 そ の た め 、 地

域 特 有 の 災 害 へ の 情 報 共 有 が さ れ て お ら ず 、 災 害 へ の

意 識 が 低 下 す る 原 因 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 災 害

意 識 の 向 上 が 課 題 と な っ て い る 。  

課 題 ２ ： 災 害 時 の 電 力 供 給  

平 成 ３ ０ 年 に 発 生 し た 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 の 際 に 起 こ

っ た ブ ラ ッ ク ア ウ ト や 、 ７ 月 に 発 生 し た 西 日 本 豪 雨 の

際 に 起 こ っ た 大 規 模 停 電 は 、 そ の 後 の 救 助 活 動 や 復 旧

活 動 に 大 き な 影 響 を 与 え た 。 迅 速 に 救 助 活 動 や 復 旧 活

動 を 行 う た め に は 、 災 害 時 の 電 力 供 給 が 課 題 と な る 。  

課 題 ３ ： 総 合 的 な 水 害 へ の 対 策  

大 都 市 の 多 く は 低 地 に あ り 、 さ ら に 地 下 鉄 や 地 下 街 な

ど 地 下 空 間 の 利 用 が 進 ん で お り 、 水 害 に 弱 い 。 従 来 の

ハ ー ド だ け で の 対 応 だ け で は 限 界 が あ り 、 総 合 的 な 水

害 へ の 対 策 が 課 題 と な っ て い る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と し て 、 課 題 ３ ： 総 合 的

な 水 害 へ の 対 策 を 挙 げ る 。 以 下 に そ の 対 策 を 示 す 。  

対 策 １ ： 粘 り 強 い ハ ー ド 対 策  

ハ ー ド 対 策 と し て は 、 高 規 格 堤 防 な ど 従 来 の ハ ー ド 対

解説：設問1では災害を気候変動に伴うものに限定し、巨大地震・津波を除外している点が多少マイナス
評価されている可能性がありますが、その点を除けば設問1～3はいずれも妥当な内容です。
設問4の内容が非常に薄く、倫理・環境持続可能性といった視点がないのもおそらくマイナス評価です。
これらを総合すると、おそらく65点前後でA評価が取れていると思われます。
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

策 を 強 化 す る 。 さ ら に 、 水 が 堤 防 を 越 流 し た 場 合 で も

堤 防 が 粘 り 強 く 耐 え 、 決 壊 ま で の タ イ ム リ ー ド を 確 保

で き る 構 造 と す る 。  

対 策 ２ ： Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た ソ フ ト 対 策  

河 川 の 重 要 部 に 監 視 カ メ ラ を 設 置 し 、 危 険 度 を リ ア ル

タ イ ム で 地 域 住 民 に 伝 達 す る 。 さ ら に 気 象 観 測 の 精 度

を 向 上 さ せ 、 被 害 予 測 を マ ッ プ と 連 携 さ せ 伝 達 す る な

ど 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 す る 。  

対 策 ３ ： 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 を 合 わ せ た 対 策  

自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 を 連 携 さ せ て 被 害 を 最 小 限 に す る 。  

自 助 ： ハ ザ ー ド マ ッ プ 、 X - R A I N 、 エ リ ア メ ー ル な ど の

P U S H 型 の 情 報 提 供  

共 助 ： 自 主 防 災 組 織 、 防 災 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催  

公 助 ： 各 省 庁 が 連 携 し た タ イ ム ラ イ ン  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

１ ） ハ ー ド お よ び ソ フ ト 対 策 を 行 う 重 要 箇 所 は 、 大 量

に 存 在 す る 。 全 て の 対 策 を 行 う に は 、 コ ス ト と 時 間 が

掛 か る 。 災 害 は 毎 年 の よ う に 起 こ っ て お り 、 対 策 を 行

う 前 に 次 の 災 害 が 起 こ る リ ス ク が あ る 。 し た が っ て 、

対 策 を 行 う イ ン フ ラ 設 備 の 選 択 と 集 中 が 必 要 と な る 。  

２ ） 都 市 部 で は 、 大 量 の 避 難 者 や 帰 宅 困 難 者 が 出 る こ

と が 想 定 さ れ 、 公 的 な 避 難 所 だ け で は 対 応 で き な く な

る リ ス ク が あ る 。 し た が っ て 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア

な ど の 民 間 の 施 設 を 一 時 的 な 避 難 所 と し て 使 用 で き る

よ う 対 策 を 行 う 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

３ ） 公 助 は 、 災 害 が 大 き い ほ ど 、 機 能 が 低 下 す る 。 さ

ら に Ｉ Ｃ Ｔ が 利 用 で き な い 環 境 に あ る 高 齢 者 や 乳 幼 児

な ど の 要 配 慮 者 と そ の 家 族 が 逃 げ 遅 れ る リ ス ク が あ る 。

し た が っ て 、 要 配 慮 者 を 把 握 し 、 共 助 で の 活 動 を 高 め

る 体 制 づ く り を 行 う 。  

（ ４ ） 業 務 を と し て 遂 行 す る に 当 た り 必 要 と な る 要 件  

人 命 を 最 優 先 と し 、 災 害 か ら の 迅 速 な 復 旧 お よ び 復 興

を 目 指 す 対 策 が 必 要 と な る 。  

地 域 住 民 が 主 体 と な っ て 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ が 活 性

化 す る 対 策 が 必 要 と な る 。  

 



    

         
 

 
 

 

   

 
   

  

                           

  

 

    

   

 

 

    

    

 

   

 

    

    

 

         

解説：課題の抽出が西日本豪雨での事例のみから担っている点はちょっと偏りがありますが、設問2以降は
非常に順当な内容の答案です。設問3のリスクも解決策に共通するものになっており、設問4では倫理に公
衆の安全をあげており、題意にしっかり沿っていて高ポイントをあげていると思われます。総合すると、
危なげなくA評価が取れていると思われます。
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.  

( 1 )

2 3 3

 

( 2 )  

 3 0 7

7 2 4

( 3 )
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Ⅲ－２

解説：設問1では大地震（東日本大震災）と豪雨（西日本豪雨）の両方から事例引用して考察しており、
ここは高ポイントだと思います。また最重要課題選定理由が書いてあるのも高ポイントですね。
設問2の提案が簡単すぎるきらいはありますが、代わりに設問3に力が入っていて、リスク対策を実現策
と位置づけて詳述していて、ここで挽回しているかなと思います。しかし設問4で倫理の視点がない点
はマイナスだと思います。トータルすると、比較的危なげなくA評価が取れていると思われます。
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問題Ⅱ-1（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 













問題Ⅱ-2（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 











   



   







 

問題Ⅲ（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 













選択科目   港湾及び空港 
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技術部門   建設 部門 

専門とする事項  港湾施設設計 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅲ－ ２  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

 港 湾 に お け る ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト 縮 減 の 取 組 に つ

い て 述 べ る 。  

1 . ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト 縮 減 の た め の 課 題  

? 予 防 保 全 型 維 持 管 理 へ の 転 換  

 港 湾 施 設 の 多 く が 高 度 経 済 成 長 期 に 集 中 整 備 さ れ て

お り 、 今 後 ２ ０ 年 間 で 建 設 後 ５ ０ 年 以 上 経 過 し 老 朽 化

す る 施 設 が 急 増 す る 。 し か し 、 多 く の 施 設 で 事 後 保 全

型 の 維 持 管 理 が 主 流 と な っ て い る 。 こ の た め 、 施 設 の

供 用 が 困 難 に な っ て か ら 大 規 模 更 新 を 実 施 す る た め Ｌ

Ｃ Ｃ が 増 加 し て い る 。 し た が っ て 、 予 防 保 全 型 維 持 管

理 へ の 転 換 に よ り 大 規 模 更 新 に 至 る 前 の 適 時 修 繕 す る

こ と が 課 題 で あ る 。  

? 人 材 確 保 、 技 術 継 承  

 Ｌ Ｃ Ｃ 縮 減 の た め に は 、 定 期 的 な 点 検 診 断 に よ る 的

確 な 現 状 把 握 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 厳 し い 財 政 状 況

に 伴 う 人 員 抑 制 に よ り 点 検 診 断 に 必 要 な 人 材 が 不 足 し

て い る 。 ま た 、 高 齢 化 し た 技 能 者 の 大 量 離 職 に よ り 若

手 技 術 者 へ の 技 術 継 承 が な さ れ て い な い 。 し た が っ て 、

点 検 診 断 を 行 う 人 材 の 確 保 と 若 手 技 術 者 へ の 技 術 継 承

が 課 題 で あ る 。  

? 点 検 ・ 維 持 管 理 に 配 慮 し た 設 計  

 現 在 供 用 し て い る 施 設 は 初 期 コ ス ト の 削 減 を 重 視 し

た 設 計 施 工 を 行 っ て き た 。 こ の た め 、 点 検 や 維 持 管 理

の 際 に は 足 場 等 の 仮 設 工 か ら 施 工 し 、 そ の 結 果 Ｌ Ｃ Ｃ

が 増 加 し て い る 。 し た が っ て 、 当 初 計 画 段 階 か ら Ｌ Ｃ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

Ｃ 縮 減 に 配 慮 し た 設 計 施 工 に 取 り 組 む こ と が 課 題 で あ

る 。  

2 . 課 題 に 対 す る 解 決 策  

 私 は 「 ( 1 )  予 防 保 全 型 維 持 管 理 へ の 転 換 」 を 最 も 重

要 な 課 題 と 考 え 、 解 決 策 を 述 べ る 。  

? ア ゼ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト に よ る 更 新 時 期 の 平 準 化  

 予 防 保 全 型 維 持 管 理 へ の 転 換 の た め に は 、 ア セ ッ ト

マ ネ ジ メ ン ト の 考 え を 取 り 入 れ た 計 画 的 な 維 持 管 理 を

行 う こ と に よ り Ｌ Ｃ Ｃ 縮 減 を 図 る こ と が 有 効 と 考 え る 。

併 せ て 、 更 新 時 期 の 平 準 化 が 出 来 る た め 港 湾 全 体 の Ｌ

Ｃ Ｃ 縮 減 に 資 す る こ と が 出 来 る 。  

? 人 材 育 成  

 予 防 保 全 型 維 持 管 理 を 実 行 す る た め に は 、 ア セ ッ ト

マ ネ ジ メ ン ト を 的 確 に 実 行 で き る 人 材 を 育 成 す る こ と

が 有 効 と 考 え る 。  

? Ｉ Ｃ Ｔ 導 入 に よ る 省 力 化 ・ 省 人 化  

 予 防 保 全 型 維 持 管 理 を 実 行 す る た め に は 、 現 在 の 施

設 状 況 を 的 確 に 把 握 す る こ と が 必 要 で あ る 。 従 来 の 点

検 診 断 は 人 手 に 依 存 し て い る た め 、 限 ら れ た 財 源 や 人

員 抑 制 の 中 で は 必 要 な 人 材 確 保 が 困 難 で あ る 。 し た が

っ て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 導 入 に よ る 省 力 化 ・ 省 人 化 を 図 る こ と が

有 効 で あ る 。 具 体 的 に は 、 桟 橋 下 面 点 検 へ の カ メ ラ 搭

載 小 型 ボ ー ト や グ リ ー ン レ ー ザ ー に よ る 深 浅 測 量 等 で

あ る 。  

3 . 新 た に 生 じ る リ ス ク と そ の 対 策  
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? リ ス ク ； 人 材 育 成 体 制 の 不 足  

 単 独 の 港 湾 管 理 者 や 企 業 で は 、 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン

ト や Ｉ Ｃ Ｔ 導 入 の た め の 教 育 ノ ウ ハ ウ を 持 っ て お ら ず 、

個 々 に 必 要 な 人 材 を 育 成 で き る 体 制 が 不 足 し て い る こ

と が 問 題 で あ る 。 こ の た め 、 こ れ ら を 導 入 し て も 継 続

的 に 的 確 に 実 行 で き な い リ ス ク が あ る 。  

? 対 策 ； 国 や 研 究 機 関 等 に よ る 体 系 的 教 育  

 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト や Ｉ Ｃ Ｔ を 実 行 で き る 人 材 を

育 成 す る た め に は 、 国 や 研 究 機 関 等 に よ る 体 系 的 な 教

育 が 有 効 と 考 え る 。 な お 、 実 施 に あ た っ て は 、 日 常 業

務 で の Ｏ Ｊ Ｔ と 研 修 等 に よ る Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ を 組 み 合 わ

せ た 体 系 的 な 教 育 体 制 の 構 築 が 重 要 で あ る 。  

以 上  

 

※ 本 番 で は 3 枚 目 半 分 過 ぎ ま で 記 述 し ま し た が 、 こ こ

ま で し か 再 現 で き ま せ ん で し た 。  
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